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6年生としての生活も、早いものであと5か月となりました。子どもたちにもう一段階成長し

てほしいという思いから、１つ話をしました。それは、「自分の行動・言動には責任が伴い、その

善し悪しを考えた上で実行する」ことが大切だということです。起こったことを省みることが  

できるなら、過ちは学びに変えることができます。ただし、そうしない場合取り返しのつかない過

ちをしてしまうかもしれません。そうならないように、下級生や先生から頼りにされる、見られて

いる6年生であることを自覚して過ごしてほしいと思います。 

山王っ子コンサートまで1週間となりました。1回1回の練習に向き合う姿が見られます。ふ

り返りの中で、自分たちで気付いた「歌う時の姿勢や目線」「口の開き具合」「歌詞を正確に、思い

を乗せて歌うこと」を意識して、残りの時間を一緒に取り組んでいきます。「花は 花は 花は咲

く 私は何を残しただろう♪」とこれまでの学校生活をふり返りながら歌う姿。本番も想いを届

けたい人へ向けて、自分たちらしく歌ってほしいです。私も、子どもたちと1年半以上すごして

きたことに思いを馳せながら聴きたいと思います。 
 

 

○運動会で使用した旗の持ち帰りについて 

本日、運動会で使用した旗を持ち帰りました。児童によっては、友達や５年生・関わった教員

からメッセージをもらっている児童もいます。ご承知おきください。 
 

 

 

 １１月３日（月） ４日（火） ５日（水） ６日（木） ７日（金） 

連
絡
・
持
ち
物 

 

 ★PTA集金袋配付 

★登校指導 

★委員会活動 

 

 

★PTA会費集金 ★ベルマーク締切 

★朝会（１・２年 

取り組み） 

★給食・清掃後に 

 下校 

★卒業証書・進学

確認文書配付 

★開校80周年山王

っ子コンサート 

 （３～4校時） 

 

 

朝  読書タイム 算数タイム 朝会 オリエンテーション 

コンサート 

リハーサル 
１ 

文化の日 

国語 
みんなで楽しく過ごすために 

理科 

算数 
立体の体積 

２ 
算数 

立体の体積 
外国語 
リカ先生 

道徳 

３ 
外国語 
福盛先生 

算数 
立体の体積 

国語 
みんなで楽しく過ごすために 

開校80周年 

山王っ子 

コンサート ４ ５・６年合同音楽 国語 
みんなで楽しく過ごすために 

音楽 

５ 社会 
タイムスリップヒストリー 

社会 
タイムスリップヒストリー 

 
山王っ子 

コンサートふり返り 

６ 委員会活動    
宿題 読書 ドリルパーク 漢字練習 卒業文集プリント 
下校 

時刻 １５：２０ １４：３０ １３：３０ １４：３０ 

裏もあります。 

 

一歩！ 

☆今週の予定☆ 給食当番（E）当番はマスクが必要です。 
※日課・学習内容は、変更する場合があります。 

国・算以外の教科書とノート等

は、学校に置いて帰ります。 

８０周年記念キャラクター「はろすけ」  

みんなで協力し合って、最後の 1年を楽しめるクラス 

毎日持ってくるもの：水とう（必ず！）  体育着  連絡帳  ハンカチ  ティッシュ  給食セット 



上手くいかないときに、もう一度乗り越えるためのアイデア・視点集 

道徳の学習の中で、子どもたちが考えました。 

 

 

・「毎日何分」（最低〇回）と決めて取り組む。 

・前向き（将来につながるなど）に捉えて、もう一度やってみる。 

・特に苦手なところを確認して、くり返しやってみる。 

・気分転換したり、一度休憩したりしてからもう一度やってみる。 

・「もう無理だ」と思うまでは最後までやってみる。 

・やらないよりはやったほうができるはずだから、少しずつやってみる。 

・それに取り組むメリット（役立つこと）を出してみる（動機付け）。 

・やってみて叶わなかったとしても、努力は意味があると思うようにする。 

・努力した先にある結果を想像してやってみる。 

・「本当にあきらめていいの？」と自分に問いかけてみる。 

・応援してくれる人（親など）の力を借りる。 

・遊び要素を入れて取り組んでみる。 

・適した教材や学習方法を探してみる。 

 

 

 ある漫画の中で、「人に伝わるのは結果だけじゃない。世界は、結果だけで回っ

ているわけではない」という言葉がありました。また、ある塾のポスターには、 

「習慣になった努力を実力と呼ぶ」とありました。ついつい結果に目が行ってしま

いますが、その過程にも目を向けられるとよいです。 

 できないことに目を向けるのはつらい作業です。ですが、そこに目を向けること

で、次に自分がやるべきこと、やりたいこと、必要なことが見えてくると思います。

すぐにあきらめてしまうのではなく、一度立ち止まって向き合えるとよいと思いま

す。 


